


➤ 会社：24-7/パンセ 出向中٩( 'ω' )و 

➤ テクニカルディレクター/シニアエ
ンジニア 

➤ 主に数百P案件担当(なぜか昔から) 

➤ ブログ：Thinking Salad 

➤ ちょうしょ：せがたかい 

➤ たんしょ：おかねの計算ができない 

➤ 借金：150万٩( 'ω' )و









➤ マルチクラス設計 

➤ クラス命名 

➤ モジュール設計 

➤ テンプレートエンジン 

➤ その他効率化のためのTips



マルチクラス設計



➤ OOCSSにより普及した概念 

➤ 目的とするスタイルを実現・拡張す
るにあたり、HTMLに複数のクラス
を付与する
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有事のための 
デフォルト定義

詳細度を 
高める
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➤ 後からバリエーションを増やす際、記述量が減る 

➤ 3ヶ月後の予想外の追加要件に対応しやすいのはこっち 

➤ ただしバランス良くベースクラスを設計するには慣れとセンスが必要 

➤ モディファイア毎に機能を分離することができる 

➤ 拡張性がかなり高く、後から追加仕様が来ても割と対応できる 

➤ JSやCMS等でクラスを制御する場合、処理が少し減る 

   (既存クラスの削除の必要がない)



➤ HTMLのクラスが冗長になりがち 

➤ あまりに機能を分離し過ぎると、後からプロジェクトに入った人には分かりづらい 

➤ モディファイアが増えたり複雑になった場合は、なんらかのドキュメントを 

➤ Sass内コメント 

➤ スタイルガイド



クラス命名



セマンティックな名前 

（その中間な名前） 

汎用的な名前



Login



➤ news-block・product-block 

➤

➤ company-block 

➤

➤セマンティックにしてわざと分離する、スコープを区切
るのもあり 

➤その際はmixin等を上手く用いて、内部的になるべく共
通化をしておく



➤ post-block 

➤



➤ block/item 

➤

➤ item-block 

➤

➤ postit-block・pareto-block 

➤

➤

➤
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➤ company-btn 

➤

➤ btn-login 

➤

➤



Login

➤ btn-themeColor 

➤

➤

➤

➤ btn-primary/btn-success 

➤

➤



Login

➤ btn-orange 

➤

➤

➤



➤「特徴」が入ったりする  →  feature-block? 

➤「オススメ」が入ったりする  →  recommend-block? 

➤「ポイント」が入ったりする  →  point-block? 

➤ではimg-blockではどうか？ 

➤



➤ card(-block) 

➤

➤ focal-block 

➤

➤ vertThumb-block 

➤

➤ pile-block 

➤



➤ セマンティック名 

➤ 限られたコンテキストでのみ使用され、名前自体に意味が必要な場合 

➤ 多くはIA・デザイン設計等、上流のレイヤーと絡むことが多い 

➤ 汎用名 

➤ 様々なコンテキストで使用される場合(他のページでも使う、他のブロック内でも使う) 

➤ 命名のポイントは、それ特有の見た目を表すこと。名は体を表す 

➤ 3ヶ月後の追加要件に対応しやすいのはこっち 

➤ ただし、規模が大きければ大きいほど、きちんとしたドキュメントや 

          スタイルガイドが無いとつらいです





モジュール設計





















➤ 見出し・ボタン・タグ・ラベル等は最小単位のモジュールとし、全体で使い回す 

➤ 複数の要素からなるモジュールは、子要素に親のモジュール名を継承させる 

➤ モジュール自体がカラムを形成することは避ける



➤ 見出し・ボタン・タグ・ラベル等は最小単位のモジュールとし、全体で使い回す 

➤ 複数の要素からなるモジュールは、子要素に親のモジュール名を継承させる 

➤ モジュール自体がカラムを形成することは避ける







➤ 見出し・ボタン・タグ・ラベル等は最小単位のモジュールとし、全体で使い回す 

➤ これらのあしらいがページによって変わることはあまりない 

➤ これらはサイト内ビジュアルにおいて「一貫性を保つ」という役割もあるため 

➤ つまり修正した際、修正が全ページに反映されなければならない 

➤ ※レイアウトや幅の変化はコンテキストによって起こり得る 

➤ 「あしらい」=border, shadow, color, font等



➤ 見出し・ボタン・タグ・ラベル等は最小単位のモジュールとし、全体で使い回す 

➤ 複数の要素からなるモジュールは、子要素に親のモジュール名を継承させる 

➤ モジュール自体がカラムを形成することは避ける









➤ 複数の要素からなるモジュールは、子要素に親のモジュール名を継承させる 

➤ モジュールの「責任範囲」を明確にする 

➤ 言い換えると、親の名前を継承した子要素は 

「そのモジュール外に持っていくことを想定していない」 

ということを表明している 

➤ 定義済みのモジュールを子要素として持ち、かつスタイルやレイアウトを 

       変更する必要がある場合は子(孫)セレクタを使用する。



➤ 見出し・ボタン・ラベル（カテゴリタグ）等は最小単位のモジュールとして定義する 

➤ 複数の要素からなるモジュールは、子要素に親のモジュール名を継承させる 

➤ モジュール自体がカラムを形成することは避ける













➤ モジュール自体がカラムを形成することは避ける 

➤ カラムを形成する場合は、そのためのラッパーモジュールを新たに作る 

➤ CSSフレームワークのグリッドシステムがあれば、そちらを利用することも可能。
とても相性がいい 

➤ モジュール内のカラム形成は可能。(↓のこと)









➤ モジュールの粒度をきちんと意識すること 

➤ 前述の通り、私の現状の最適解は「カラムを形成しない」です 

➤ フレームワークだけでなく、ブロックレイアウト型のCMSとも相性がよい 

➤ ただし縦方向に長かったり、ページによって要素が増減するモジュールは今も
悩ましい 

➤ 名前と責任範囲をきちんと明確にすること 

    名前の責任範囲外の機能を持っているモジュールをよく見かけます













テンプレートエンジン



➤ そもそもテンプレートエンジンとは 

➤ EJS、またはNunjucks推奨 

➤ HTMLコードを共通化する 

➤ CMSの構造に合わせる



➤

➤

➤

➤

➤

➤

➤

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%B3


➤ EJS 

➤

➤



➤ Nunjucks 

➤

➤

➤

➤

➤



➤ Sassのmixinと同様、HTMLのコードを共通管理する 

➤ 後からの直しにかなり強くなる 

➤ あまり一般的ではありませんが、マークアップ言語のHTMLに対し、 

    テンプレートエンジン/CMSはプログラムです 

➤ であれば、DRYの原則にある程度従うべきと考えています 

➤ SassよりはよっぽどDRYしやすいです 

➤ ポイントは構造を共通化し、コンテンツは変更できるようにすること















for 
ループ化

配列化





配列の 
外部化





ページによっ
てはクラスを 
追加したい







×

×





➤ 安易に引数を増やしていくのは好ましくない 

➤ テンプレートエンジンによっては、渡す引数と受ける引数が一致していないとコン
パイルできない 

➤ そうするとmacroの引数を増やす度に、全ページのmacro呼び出しを修正しなけ
ればならない 

➤ いちいち順番を覚えるのが面倒 

➤ いちいち引数宣言を書き換えるのも面倒 

↓ 
➤ 引数はオブジェクト(連想配列)にして渡す









投げる 
引数1つ

受ける 
引数1つ









ここを 
変えるだけ



ここを 
変えるだけ





・クライアントにHTMLをいじって欲しくない 

・クライアントがHTMLを怖がる 





クライアントが 
目にするのは 
シンプルな形式



➤ とはいっても、ベースコーティングとCMSのチーム/会社が別だと現実的には厳しい 

➤ 構造をそのままCMSに載せられないと威力は半減する(どころか逆に邪魔) 

➤ 一応、メジャーなCMSではほとんど可能ですが…… 

➤ 当然処理が走るので、動的生成CMSはmacroがあまりに多いとパフォーマンスに
も影響するかも 

➤ その辺りはソースコードの管理性を重視するか、その他のものをとるか、バラン
スを見ながら 

➤ 中～大規模案件での威力は絶大



➤ そもそもテンプレートエンジンとは 

➤ EJS、またはNunjucks推奨 

➤ HTMLコードを共通化する 

➤ CMSの構造に合わせる



➤せっかくローカル開発にシステムを入れているので 

➤

➤

➤基本的には以下を合わせる形 

➤

➤





×

○



×

○



➤ ディレクトリ構造によって「変化する部分」を変数化することにより、 

    include文はディレクトリに関わらず他のページでもコピペして使いまわせます



➤ ディレクトリ構造によって「変化する部分」を変数化することにより、 

    include文はディレクトリに関わらず他のページでもコピペして使いまわせます

We’re 
same



➤ EJS/NunjucksはCMSテンプレート化しやすい 

➤対してPugのインデント記法は多くのCMSテンプレートと互
換性が無いため、ベースコーディングには向いていません 

➤

➤

➤

➤

➤

http://html2jade.org/


その他効率化のためのTips



➤ Emmetはもはや当然 

➤ クラス名・変数名は手で打たない 

➤ どうせタイポする 

➤ エディタのスニペットの使用 

➤ Clibor/Clipyの使用 

➤ PhraseExpress/Dashの使用





http://amzn.to/2tsCyCS
http://amzn.to/2spUQzn
http://amzn.to/2u1PHjj


➤株式会社ピクセルグリッドさん発行のメディア 

➤

➤

➤

➤





➤ 特に設計や命名なんかは、実際に問題に直面して初めて重要性を理解します 

➤ あとは実践あるのみです 

➤ ちなみに半田は以下のようにして実践を積みました



まとめ
















